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* 海事科学部海事技術マネジメント学課程 

小型加速度計による船員の行動評価に関する基礎研究 

Basic Study on Evaluation of A Seafarer's Performance 
 Using Small Acceleration Sensor 

 

村井 康二，  藤本一平*，  林 祐司 
Koji MURAI, Ippei FUJIMOTO, and Yuji HAYASHI 

 

(平成 23 年 4 月 8 日 受付) 

 

Abstract 
A seafaring life is unstable compared with ground life for ship’s pitching and rolling. We 

consider seafarers on the sea take more physical workload for their duty more than shore. In this study, 
we aim to evaluate the physical workload (performance) on board using a small acceleration sensor 
toward more safe seafaring life in the development of Micro Electro Mechanical Systems (MEMS) 
technology. The experiment was carried out at our school and T.S. Fukae-maru for both of lives- ground 
and on-board. The results show 1) the small acceleration sensor is able to evaluate the seafarer’s 
performance, and 2) the seafaring life takes a lot of small accelerations for the body, 3) the maximum 
value is 3 G for both. The measured data in this study will be useful for researches to decrease marine 
accidents at sea. 

 
(Received April 8, 2011) 

 

1．はじめに 

船舶は海上における浮体であることから、船

体動揺が生じ、その船上生活は陸上と比べて身

体的に常に不安定であると考えられる。そして、

足元が不安定な場所での日常生活は、陸上生活

と比べて身体負担が大きくなると考える。 

本研究では、3 軸小型加速度計を用いて船上

および陸上生活における身体加速度を測定し、

船上生活における特徴について考察する。そし

て、船上生活での事故や疲労評価の発展につな

げたい。応用研究としては、すでに水先人を対

象とした研究も進めている[1]。先行研究から、

水先業務では海上における水先要請船舶と水先

艇間における移乗による乗下船時が最も危険を

伴う労働環境であり、死亡事故に至ることが全

国発生件数から見れば 3 年に 1 人の頻度で生じ

ている[2]。そのため、水先人の移乗乗下船の安

全確保は、乗下船に携わる関係各所にとって重

要な課題となっている。 

具体的な内容としては、身体に装着可能であ

り被験者に負担をかけない小型の加速度計を使

用し、陸上および船上での日常生活中に生じる

身体加速度を定量的に評価する。そして、陸上

および船上生活の測定結果を比較し、船上特有

の身体加速度について検討、考察する。 

 
2. 加速度測定実験 

2.1 実験概要 

実験は、海事科学研究科附属練習船「深江丸」

の H22 年度夏季研究航海を利用した船上生活実

験（以下、船上実験）と一般的な通学、大学生

活における陸上生活実験（以下、陸上実験）を

対象に行った。被験者は健常な男性（22 才、三

級海技士（航海））とした。 

3 軸小型加速度計（以下、加速度計）は、身

体重心に近い腰部に装着し、身体加速度を 3 方

向（身体上下、左右、前後）に対して同時測定

した（図 1）。また、装着部分での遊びがないよ
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